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⽬的 複数客クラスと複数窓⼝に対応した⼤規模閉鎖型BCMPの最適化を実施する。

内容 ⽬的関数を設定し、遺伝アルゴリズムにて最適化を実施する。式(7)はネットワーク全体で，系内⼈数
が特定拠点に集中せず，混雑がしていない状態を表現している．窓⼝数を増やすとコストが増える
ため，設置コストを考慮している．また式(8)は利⽤する拠点の窓⼝数の変動範囲を⽰している．
閉鎖型BCMPの特性量算出には，平均値解析法を⽤いて算出している．
最適化⼿法には遺伝アルゴリズムを⽤いた．

結果 ⼤量な計算が必要となる閉鎖型BCMPに対し，複数窓⼝を考慮し，
平均系内⼈数などの性能評価指標が計算でき，並列計算を⽤いて，
最適拠点配置を実施することができた

利⽤した計算機 SQUID 汎⽤CPUノード群
使⽤メモリ 200 GB
並列化 4ノード並列

遺伝アルゴリズムの収束


